
　市は、盛岡ブランドの推進に寄与し、その功績が顕著で
ある人や団体を「もりおか暮らし物語賞」として表彰して
います。本年度は、４団体と１個人を決定しました。
【問】都市戦略室☎613-8370
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これまでの受賞者など
は市公式ホームページ
に掲載しています。
【広報ＩＤ】1009730

12［広報もりおか 29.２.15］

地球環境に配慮し、
ベジタブルインキを
使用しています。

もっと知りたい！盛岡
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市政ラジオ番組
「もりおか暮らし物語」
ラヂオもりおか（FM76.9MHz）
で毎月第２・４金曜の７時40分
～７時50分、放送中。

毎回異なったテーマ・出演
者で、旬な話題をお届け♪

編集後記
もりおか暮らし物語賞の受賞者
はまさに「盛岡らしさ」を彩っ
てきた皆さん。活動し続ける志、
そして伝統に新しい感性を取り
入れる柔軟さと心意気を私も見
習わねばと思います（髙）

市公式ツイッター
https://twitter.com/moriokashi

市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　moriokashi

市公式ホームページのトップペ
ージにある検索窓に、紙面に
掲載された広報ID（７桁の数
字）を入力すると、記事の詳細
を見ることができます。

広報もりおかに掲載した記
事の詳しい内容のほか、さ
まざまな市政情報を掲載！

市公式ホームページ
http://www.city.morioka.iwate.jp/

▼

パソコンやスマホからどうぞ

市公式ホームページのトップペ
ージにある検索窓に、紙面に
掲載された広報ID（７桁の数
字）を入力すると、記事の詳細
を見ることができます。

もりけんに挑戦
（11ページに掲載）の答え

②夕顔瀬橋
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芸術文化の創造と発信により地
域文化の形成やコミュニティ

ーの活性化に寄与するため、平成17
年に発足。盛岡出身やゆかりのある
人の作品について公演を行うほか、
朗読劇や地域の子どもたちが芸術に
触れる機会の提供などさまざまな芸
術文化活動を行っています。
　近年は、もりおか町家物語館の指
定管理者として、芸術文化を通じた
豊かな地域と人づくりを進め、演劇
のまちの発展に貢献しています。

約 400年にわたり育まれてきた
南部鉄器の伝統を将来につな

げるため、その技術習得に日々研さ
んを積むとともに、24年度から「南
部鉄器青年展」を毎年開催するなど、
南部鉄器への理解を深める活動を行
っています。
　伝統技術に独自の感性を加えたも
のづくりを通じて、若手職人の技
術・意識の向上と南部鉄器の魅力発
信に努めるなど、伝統工芸品の振興
に貢献しています。

国際啄木学会
盛岡支部（小林芳

よし

弘
ひ ろ

支部長）

いわてアートサポート
センター （坂田裕

ゆう

一
い ち

理事長）

南部鉄器協同組合
青年部

中津川で例年３月に開催する「さ
けの赤ちゃん放流会」は、平成

28年で22回目を数え、サケがさかの
ぼる川として知られる中津川の地域
行事として定着しています。
　昨年は新たに散策マップ付きのフ
リーペーパー「城下盛岡ほんちょう
栞
しおり

ものがたり」を発行するなど、観
光客や修学旅行生を温かくもてなす
活動にも取り組んでおり、観光振興
と自然豊かなまちづくりに貢献して
います。

日活盛岡劇場に昭和29年に入社
して以来、手書きの映画看板

を60年以上にわたり制作。味のあ
るタッチと色使いで生み出す看板は、
映画館通りの象徴となっています。
　多くの映画館が軒を連ね、国際ミ
ステリー映画祭の開催など独自の発
展を遂げてきた盛岡の映画文化を、
絵の具と筆で支えてきた功績が認め
られ、本年度の文化庁長官表彰に選
ばれるなど、映画のまちの推進に貢
献しています。
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石川啄木の研究を進めるため、
平成元年に発足。平成８年か

らは、ほぼ毎月、研究会を開催して
います。
　また、啄木忌前夜祭の運営や世
界・国内各地でセミナーを行うなど
幅広く活動。昨年は同学会盛岡大会
を開催し、学生短歌大会や啄木のゆ
かりの地を巡る文学散歩などを行い、
市民が啄木に親しむ機会を提供する
など、郷土の先人の功績を広く知ら
しめることに貢献しています。


